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　あなたはさまざまなコミュニティでシングルマザーに出会っているだろう。そして

今、シングルマザーが置かれている状況は個々に違いはあっても、非常に大変だとい

うことをご存知だろうか。日本のシングルマザーは、世界一就労率が高い／でも年収

は平均�1�万円（手当・年金含む）で生活が厳しい／養育費を支払い続けている父親は

17.7％に過ぎない／生活を支える児童扶養手当や生活保護などが削減されつつある

／シングルマザーは怠けてはいない、それどころか非常に努力しているのだ。

　日本では、シングルマザーの約��％が働いていて、男女平等が進むスウェーデン

のシングルマザーの就労率70％より高い。にもかかわらず、男女間の賃金格差や正規・

非正規雇用の格差が大きく、そのうえ女性の再就職が厳しいため、安定した収入の仕

事にはなかなか就けず、低賃金で生活は苦しい。ワーキングプアであるにもかかわら

ず、�00�年から日本のシングルマザーが生活していくうえで大切な児童扶養手当や

生活保護が削減される。現状を踏まえての施策ではない。

　シングルマザーは、より幸福になるために勇気ある決断をしてきた女性たちであり、

また子どもたちにとってはすばらしい母親である。これは彼女たちの生き方への共感

に基づいた理解であって、同情ではない。周囲の人にしてほしいサポートは、シング

ルマザーのアライ（理解者、応援者）になること。それはシングルマザーへの偏見に満ち

た言説に会ったら反論することであり、児童扶養手当を削減させないために行動する

ことに理解を示し、手を貸すことだろう。それが私たち女性の生き方の幅を広げてい

くことにつながる。
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ＮＰＯ法人しんぐるまざあず・ふぉーらむ理事。非婚シングルマザーになって25年。ふぇみん婦人

民主新聞編集部運営委員。編著書に『母子家庭にカンパイ！』『シングルマザーに乾杯！』（以上現代書館）、『個人と

家族がねらわれるとき』（岩波書店）などがある。各地でシングルマザーのサポートグループを開く。
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シングルマザーのアライ（応援者）になろう！
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70代の女性が数人、街頭署名に立っていた

「ご一緒に憲法を守りましょう」

流れる人込み

立ちどまるのはちょっとだけ勇気が必要

署名をする私の横に差し出された箱

中には紙でこしらえたきれいな花のコサージュ

「おひとつどうぞ、私が作ったの」

えっ、

暖炉の前にゆったりとすわって花を作っている彼女

ふいにそんな光景が浮んできた

なんだかおかしいやらうれしいやら

歩きながら平和をちょっと噛みしめた


